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このたびは、店舗支援端末をご採用いただき、誠にありがとうございます。 

このマニュアルでは、売上管理アプリケーションについて説明します。 
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はじめに 

 

本マニュアルについて 

本マニュアルは、店舗の売上を管理する「売上管理」アプリケーションのユーザーズマニュアルとなります。 

その他の顧客・予約・在庫・E メール遠隔操作・OES・勤怠の機能の説明については、お買い上げの販売店にご

相談ください。 

 

機材の基本の操作（各部の名称と働き、電源の ON/OFF、インジケーターの表示 等）は、製品に同梱されてい

ます V-R200 ユーザーズマニュアルをご覧ください。 

 

あらかじめご承知いただきたいこと 

• 本書に記載の画面やイラストは、実際の製品と異なることがあります。キー、アイコンは簡略化して記載していま

す。 

• 本書の内容は、製品の改良や仕様変更などにより予告なく変更することがあります。 

• 本書および本製品の使用、故障、修理などによりデータが消えたり、変化に起因して生じた損害、遺失利益、

第三者からのいかなる請求につきましては、弊社は責任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本書の著作権、および本書に記載のソフトウェアに関するすべての権利は、特に記載のない限り、カシオ計算機

株式会社が所有しています。弊社の書面による同意なしに本書およびソフトウェアの一部または全部を無断転

載することを禁止します。 

• 本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなど、お気づきの点があり

ましたらご連絡ください。 

• 同梱されている「ソフトウェア使用権許諾証書」は大切に保管してください。 

• 「Google」、「Android」および「Android ロゴ」、「Gmail」は、Google Inc.の商標または登録商標です。 

• SD および SDHC ロゴは、SD-3C、LLC の商標です。 

• その他、本プレスリリースに記載されている会社名および商品･サービス名は各社の登録商標または商標です。 
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売上管理の概要 

 

 
 

売上管理の機能 

売上管理は、店舗の売上を管理するレジアプリケーションです。 

ここでは、売上管理の主な機能を紹介します。 

売上の登録 

お客様からの注文を登録し、会計を行う機能です。 

お客様からの注文は、タッチスクリーンメニュー、バーコードスキャナーなどを利用して、簡単にすば

やく登録することができます。 

在高の管理 

ドロアー内の在高を管理する機能です。 

ドロアーへの入金、ドロアーからの出金を記録し、ドロアー内の在高を管理します。 

売上の確認 

当日の売上状況を確認する機能です。 

当日の売上金額、客数、在高をすばやく確認する売上速報機能、商品別の売上や部門別の

売上などを詳細に確認する売上点検機能の２つの機能を用意しています。 

売上の精算 

当日の売上実績を精算する機能です。 

当日の売上の記録を分類、集計し、精算レポートを印刷します。ＳＤカードを使用すると、売上

を記録した売上伝票と、集計結果を保管することができます。 

操作の記録 

操作内容を記録する機能です。 

売上管理で操作した内容は、電子ジャーナルとして自動的に記録されます。記録された電子ジ

ャーナルは、いつでも照会、印刷することができます。 

業務の設定 

商品設定をはじめとする売上管理に必要な業務の設定を行う機能です。 

商品設定、担当者設定、レジ詳細設定など業務の設定を行うことができます。 

 

売上管理の概要 
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お店の一日 

売上管理は、開設から精算に至る一日を単位として売上を管理します。 

ここでは、一日の業務の流れを説明します。 

 
① 電源を確認 

電源プラグがコンセントに確実に差し込まれていることを確認します。 

② 電源 ON 

メイン表示 ON／OFF スイッチを押します。 

③ プリンター用紙を確認 

プリンターカバーをあけ、ロールペーパーが十分にあることを確認します。 

④ 日付と時刻を確認 

画面右上に表示されている日付と時刻が正しいことを確認します。 

⑤ 開設 

営業日（本日の売上の計上日）を確認し、開設します。 

⑥ つり銭の準備 

つり銭用の小銭をドロアーに入れ、金額を登録します。 

 
① 売上を登録 

お客様からの注文を登録し、会計を行います。 

② 売上を確認 

必要に応じて、売上状況を確認します。 

 
① 在高を確認 

ドロアー内の在高を確認、登録します。 

② 売上を精算 

一日の売上実績を精算します。 

精算レポートで一日の売上実績を確認します。 

③ シャットダウン 

アプリケーションからシャットダウンを行います。 

閉店後の業務 

営業中の業務 

開店前の業務 
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売上管理をお使いになる前に 

 

 

 

 

売上管理のアプリケーションの操作は、タッチスクリーンで行うことができます。 

ここでは、売上管理アプリケーションの基本的な操作を説明します。 
 

 

売上管理の起動 

店舗支援端末を電源 ON した場合は、以下のサインオン画面が立ち上がります。 

【起動画面】→ 「サインオン」画面とよびます 

 

ただし、下記の画面が表示された場合は、タイムゾーンと日付・時刻の設定を行ってください。 

 

「OK」を押した後、p.55「時計の設定」の「③<日付設定>をタップ」から操作を行い、時計を合わせてくだ

さい。 

売上管理をお使いになる前に 
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担当者の決定 

売上管理アプリケーションを起動すると「サインオン」が表示されます。担当者を選択して下さい。 

担当者のサインオンが完了すると、担当者が利用可能な業務タグを持つ「トップメニュー」画面が表示され

ます。（担当者の権限設定によっては、売上登録のアプリケーションが直接起動されます。） 

 

「トップメニュー」 

 

 

⚫ 登録 ：商品登録を行います 

⚫ 点検 ：売上速報を行います 

⚫ 精算 ：１日の締めを行います 

⚫ ノート ：顧客・勤怠・予約・E メール遠隔操作を行います 

⚫ 設定 ：商品登録に関する設定を行います 

⚫ 保守 ：システム全体の保守を行います 

⚫ ウェブ ：インターネットを経由して、ウェブブラウズやメールを行います 

    

 



 

 10 

 

 

テンキーエリアの表示 

売上管理の「売上登録」では、「テンキーエリア」の表示・非表示が、「テンキーアイコン」を押すことで簡単

に切り替えられます。 

   「テンキーアイコン」で切り替えます 

 

「テンキーエリア」 
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ボタンの操作 

売上管理のアプリケーションの画面では、機能を実行するさまざまなボタンが表示されます。 

ボタンの表示（例） 

 
 

ボタンに表示された機能を実行する場合は、ボタンをタップします。 

ボタンの操作（例）：<支払い>を実行 

 



 

 12 

 

 

タブページの操作 

タブを使用して複数のページを切り替えます。 

タブページの表示（例） 

 

タブページ画面を切り替える場合は、画面上部のタブをタップします。 

タブページの操作（例）：<02>ページに切り替え 
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スクロールの操作 

データの数が多く表示領域に同時に表示しきれない場合は、画面がスクロールします。 

スクロールの表示（例） 

この画面の表示領域には、12 件のデータを表示します。 

 

 

 

13 件目以降を登録した時点で、行が追加され画面がスクロールします。 

 

←スクロールバーが表示されます。 
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スクロールの操作(例)：ボタンスクロール操作 

表の隠れた部分を表示する場合は、表下部のボタンをタップします。 

表下部のボタン 

 
 

 

スクロールの操作(例)：スワイプスクロール操作 

 

 

画面にふれた指で上下にスライドすると画面が上下にスクロールします。 

 

 

↑ 
１行上に移

動 

表の先頭に移

動 ↓ 

↑ 
表の最後に移

動 

１行下に移動 
↓ 

表の先頭に移動 

↓ ↓ 

↑ ↑ 

１画面分下に移動 

１画面分上に移動 表の最後に移動 
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表の操作 

一覧表に数値を入力します。 

表の表示（例） 

 
 

数値を変更する場合は、変更したい数値をタップします。タップするとテンキーが表示されます。 

表の値の変更（例）：<千円札>の<枚数>を変更 

 
 
 



 

 16 

 

 

「トップメニュー」へもどる（モードの切替え） 

「テンキーエリア」表示画面から、開設や取引の訂正や点検・精算、各種設定を行う場合はモードボタンを

タップし、業務メニューに切替えて操作します。 

モードは利用可能な担当者によって利用権限が設定できます。担当者の設定によっては、モードの利用

はできません。 

 

 
 

 

業務メニュー画面：モードボタンのタップから表示 
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テンキーエリア周辺キーのはたらき 

ここでは、それぞれの主なキーの名前とはたらきについて説明します。 

 

 

 

 

･ ･  

          

テンキー 

数量や単価や ID 番号を打ち込むときに使用しま

す。 

 

クリアキー 

数字を押し間違えた時や画面の初期化をすると

きに使用します。 

 

乗算(×)キー 

乗算登録に使用します。 

  

 

担当者キー 

担当者でサインオンするときやサインオフするときに

使用します。 

 

モードキー 

返品登録や点検/精算、各種設定への操作モー

ドを切替えるときに使用します。 

 

小計キー 

小計金額(税込）の算出やお客様画面に表示す

るときに使用します。 

 

現金キー 

現金売り、預かり登録(つり銭計算）のとき使用し

ます。 

 

取引中止キー 

取引を中止するときに使用します。 
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仮締めキー 

売上伝票の仮締めを行うときに使用します。 

 

レシートキー 

新規に伝票を登録したり、既存の伝票を呼び出

したりするときに使用します。 

 

新規/呼出キー 

新規に伝票を登録したり、既存の伝票を呼び出

したりするときに使用します。 

 

訂正キー 

直前訂正・指定訂正、項目の取り消しを行うとき

に使用します。 

 

ホームキー 

初期メニューページを表示します。 

  

 

取引キー 

別の取引キーを呼出すときに使用します。 

 

 

支払いキー 

支払い画面に移ります。 
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取引キーのはたらき 

 

別の取引キーを呼出す場合は、＜取引キー＞をタップします。 

   

 

 

貸キー 

掛け売りでの販売を行った場合に使用します。 

 

券キー 

商品券や図書券などで支払があったときに使用し

ます。 

 

クレジットキー 

クレジットで販売を行った場合に使用します。 

 

価格照会キー 

スキャニングするか商品コード入力で価格を照会

します。 

 

在庫照会キー 

スキャニングするか商品コード入力で在庫を照会

します。 

 

テキストキー 

レシートにテキストを記載できます。 

 

保証金キー 

保証金預かりや預かっている保証金を指定すると

きに使用します。 

 

戻キー 

商品を返品する場合に使用します。 

 

＃キー 

コードや番号など、覚え書きなどの数値を入力す

る前に＃を押します。 
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両替キー 

両替の為、ドロアーをオープンします。 

 

単価切替キー 

単価の切り替えに使用します。 

 

担当者レポートキー 

指定された担当者の点検レポートを印字します。 

 

レシートオン/オフキー 

レシート印字のオン/オフを切り替えます。 

 

伝票合算キー 

伝票を合算します。 

 

伝票分割キー 

伝票を分割します。 

 

OBR キー 

バーコードを手入力するときに使用します。 

 

売価変更キー 

売価変更を行います。 

 

一時保留キー 

登録を一時保留する場合に使用します。 

 

顧客キー 

顧客 NO を指定するときに使います。 

 

商品検索キー 

商品を検索します。 

 

小計キー 

登録小計を客用表示器に表示します。 

 

マネージャー補助キー 

マネージャーが担当者の業務を担当します。 

 

客層キー 

客層を指定する場合に使用します。 

 

割勘キー 

支払いを割勘する場合に使用します。 

 

タイムカードキー 

タイムカード機能を呼び出します。 
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売上登録 
 

 
 

 

サインオン 

売上管理は、業務を行う担当者のサインオンからはじまります。担当者のサインオンは、直

接担当者のボタンをタップするか、または担当者 ID を入力します。 

サインオン画面（担当者ボタン選択） 

 

 

        のボタンをタップすると、担当者 ID を入力する画面が表示されます。 

 

サインオン画面（担当者 ID 入力） 

 
 

 

売上登録 
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担当者にパスワードが設定されている場合、パスワード入力の画面が表示されます。パスワードを入力す

るとサインオンが完了します。 

サインオン画面（パスワード入力） 

 
 

担当者のサインオンは、担当者 ID を入力するか、または、担当者一覧選択から直接担当者のボタンをタ

ップします。 
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開設（一日の業務を開始する） 

担当者のサインオンを行ったあと、開設を行い一日の業務を開始します。 

開設は、業務メニューの<登録>タブページの<開設>ボタンをタップします。 

開設をすると、営業日（売上を計上する日付）を選択する開設画面が表示されます。開

設画面で、営業日を選択すると、開設が完了します。 

開設の画面 

 

営業日を変更したい場合は、＜営業日変更＞ボタンをタップします。 

開設の営業日変更操作（例）：<2016/04/22>を選択 
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つり銭の準備 （つり銭を登録する） 
 

開設業務を行ったあと、支払い時に使用するつり銭を準備します。 

つり銭準備は、業務メニューの<登録>タブページの<つり銭準備>ボタンをタップします。 

つり銭準備をすると、つり銭準備画面が表示されます。つり銭準備画面で、金銭の種類

毎に枚数を登録し、全てのつり銭を入力したあと、<実行>ボタンをタップしてつり銭準備を

終了します。 

つり銭準備画面 
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売上登録 

 

売上登録は、業務メニューの<登録>タブページの<登録>ボタンをタップすると、売上登録

画面が表示されます。設定によっては、売上登録画面の前に伝票一覧画面、テーブル一

覧画面など、伝票を操作する画面が表示されます。 

 

売上登録画面 

 

 

ここでは、売上の登録から会計までの主な操作を説明します。 
 

商品を登録する 

メニュー画面に表示された商品のボタンをタップすると登録されます。 

商品の登録の操作（例）：<ブランディー>を選択 
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商品が登録されると、伝票画面に登録された商品が表示されます。 

登録された商品の表示（例）：<ローストビーフ>  

 
 

メニュー画面にない商品を登録する場合は、画面下部の切替ボタンをタップします。 

タッチスクリーンメニューの切り替え操作（例）：<単品>  

 
 

 

 

複数の商品をまとめて登録する 

商品の個数を乗算する場合は、商品ボタンをタップする前に指定個数と×ボタンをタップしてから、つづけ

て商品のボタンをタップします。 
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商品の個数乗算の操作（例）：３個の乗算<ビール>を登録 

 

 

 

 

同じ商品をつづけて選択していくと、個数がアップしていきます。 

同じ商品の複数個数の登録操作（例）：<ビール>２個を登録 
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売上個数を修正する 

商品の登録直後は、個数が１個になっています。個数を変更する場合は、伝票画面の個数をタップし

てテンキーを表示し、個数を修正します。 

個数の登録の操作(商品選択後の個数変更)（例）：<ビール>の個数を変更 
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指定訂正 

入力まちがえに気付いた場合は、明細行を訂正(取消)します。 

指定訂正の操作（例）すき焼きを取消す 
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値引を登録する 【メニュー選択方式】 

商品ごとの機能操作は商品をタップすることで、商品の値引や割引を選択するリストが表示されます。

値引を行う場合は＜商品値引(-)＞をタップしてテンキーを表示し、値引額を入力します。 

値引登録の操作（例）：<すき焼き>の 50 円値引を登録 

 

 

  

商品の値増、割引、割増も同様の操作で登録します。 
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値引を登録する 【取引キー選択方式】 

商品の値引や割引は、商品のボタンをタップし、つづけて取引キーボタンをタップし取引キーを呼出しま

す。値引額を入力してから該当の取引キーをタップします。 

初期状態では割引や値引の取引キーはありません。設定により操作が可能です。 

値引登録の操作（例）：<オレンジ>の 50 円値引を登録 

 

 

 

※対象商品が示された状態でない場合は、操作エラーが発生します。 

 

商品の割引、値増、割増、伝票値引、伝票割引、伝票値増、伝票割増も同様の操作で登録しま

す。 
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伝票割引を登録する 

伝票ごとの機能操作は伝票番号の部分をタップすることで、伝票操作の機能リストを表示します。 

伝票割引を行う場合は<伝票割引(%-)>を選択し、割引レート数を入力します。 

伝票割引登録の操作（例）：20％割引を登録 
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現金で支払いを行う 

全ての商品を登録したあと、<支払い>ボタンをタップして支払い画面に移動します。 

締め画面の操作（例） 

 

 

 

締め画面では、お客様からお預かりした金銭を登録します。 

 

預かり金の登録（例）：<現金¥7000>を登録 
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<現金>ボタンをタップすると、ドロアーが開き、レシートが印刷され、お釣りを表示する締め確認画面に

移ります。お釣りがある場合は、ドロアーからお釣りをだし、お客様にお返しします。 

締め確認画面 

 

 

 領収書を発行する場合は、<領収書>ボタンをタップします。 

 続けて売上登録を行う場合は、<登録>ボタンを選択します。 

 取引を終了する場合は、<サインオフ>ボタンを選択します。 
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現金以外の支払があるとき 

 

 支払い処理は<支払い>キーをタップし、会計へ進みます。 

  

 

 

クレジットカード(信用売り）で売り上げる 

 

クレジットカード(信用売り)の支払では、<クレジット>キーをタップします 

クレジット売上登録（例）：<クレジット売り上げ>を登録 

 

    

 

商品券(券売り)で売り上げる 

商品券(券売り)の支払では、<券>キーをタップします 

 

券売上登録（例）：<券売り上げ>を登録 
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現金と商品券の組合せで売り上げる 

売上登録を終了するとき（「締め」と言います）に、<現金>,<クレジット>,<券>，<貸>の何れかのキーを

選択しますが、１つのキーで終了ではなく、一部現金売りなどのように「合計金額を別種の預かり金で

分割して」処理を行うことができます。 

 

現金・商品券組合せ売上登録（例）：売上合計 8500 円を<商品券：2000 円券>と<現金：7000 円>

で登録 
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レシートを確認する 

レシートは、登録が完了すると、印刷されます。 

ここでは、レシートの見方を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

御 計 算 書 
 
      01    担当 001 
2017/04/01               12:34 
#01                     000123 
伝票番号 ００００１０   1名様 

 
PLU0001               ￥1,000 
PLU0002               ￥1,000※ 

 
               2点 
内税対象計             ￥1,000 
内税          10%         ￥91 
内税対象計※           ￥1,000 
内税※         8%         ￥74 
消費税合計               ￥165 
合計             ￥２，０００ 
現金                   ￥5,000 
お釣                   ￥3,000 

注）※は軽減税率(8%)適用 

      事業者番号 1234567890 

 

 
 
 
 
 
 

 
標準 10%税率内税商品 
軽減 8%税率内税商品 

 
 
10% 内税課税対象（税込み）額（税 01） 
10% 内税額 
 8% 内税課税対象（税込み）額（税 03） 
 8% 内税額 
消費税合計額 
 
 
 

軽減税率適用メッセージ例 
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領収書を発行する 

領収書の発行ができます。 

会計終了画面で＜領収書＞ボタンをタップします。 

 

  

 

【領収書印刷イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領 収 書 

 
2017 年 04 月 01 日(土) 領収 No000001 
                     一連 No000001 
 

               様 
 

￥２， ０ ０ ０ － 
 
     税抜金額          \1,835- 
     消費税合計          \165- 
     内税対象計        \1,000- 
     内税                 \91- 
     内税対象計※      \1,000- 
     内税※               \74- 
 
 (但し、 
   として正に領収しました) 
  
                           
      印 
 
◇印刷面を内側に折って◇ 
◇保管してください◇ 

 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
各税額の合計額 
10% 内税課税対象（税込み）額（税 01） 
10% 内税額 
 8% 内税課税対象（税込み）額（税 03） 
 8% 内税額 
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便利な登録機能 

 

 

 

 

ここでは、飲食店の運用で便利な機能について説明します。 

 

飲食店のテーブル一覧や伝票一覧の操作をする 

飲食店のテーブル操作とは： 

お店のテーブル（座席）を意識したテーブル番号で、新規注文やすでに登録（仮締め）状態にある伝

票を呼出し、追加注文や会計が操作できる機能です。 

飲食店の伝票操作とは： 

新規伝票の発行やすでに登録（仮締め）状態にある伝票を呼出し、追加注文や会計が操作できる

機能です。 

 

伝票の新規作成 
 

ここでは、レストランなど飲食店に利用する伝票操作やテーブル指定の操作を紹介します。 

 

<伝票番号>の新規伝票/伝票呼出方法 

 伝票を操作するときは、＜新規/呼出＞ボタンをタップします。 

 操作方法は、伝票番号を入力してから、＜新規/呼出＞ボタンをタップする方法か、 

直接 ＜新規/呼出＞ボタンをタップし、伝票番号一覧表示画面に切替えて伝票を操作する

方法があります。前節で説明した担当者のサインオン方法に似ています。 
 

伝票番号の操作（例）：伝票番号を＃３を入力 

 
 伝票番号の入力後、つづけて＜新規/呼出＞ボタンをタップします。 

 入力された伝票番号が存在すれば、仮締め中の伝票を呼出します。 

      新たな番号の場合は、新規伝票として伝票番号を発行します。 

 

便利な登録機能 
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伝票番号の操作（例）：伝票番号一覧表示画面 

  

 直接 ＜新規/呼出＞ボタンをタップします。 

 
 

 仮締め中の伝票が表示されます。 

 表示している伝票をタップすると、伝票に登録している内容を呼出します。 

 新規の伝票を発行する場合は、＜新規伝票＞ボタンをタップします。 

 

伝票番号の操作（例）：伝票番号の表示 

 
 

伝票操作が完了すると売上登録の伝票番号に番号を表示します。 

 
 

テーブル一覧の操作 

テーブル一覧で新規の登録は、空きテーブルの番号を選択し、注文登録へ進みます。 

すでに登録済のテーブル一覧は、指定テーブル一覧の番号を選択し、登録内容を呼出します。 

以下は、テーブル一覧の一連操作を示したものです。 
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テーブルの操作(例)：３番テーブルの「新規」注文の登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 <仮締め>キーと<レシート>キーの違い 

注文登録を仮締めするときに<仮締め>キーを使用します。<レシート>キーは、注文を仮締め

登録し、さらに仮締めした内容をレシートに印刷する機能を持ちます。 
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テーブルの呼出し操作(例)：３番テーブルの「追加」注文の登録 

仮締め中のテーブルを呼出し、追加注文や会計処理を行います。 

 

 

そのまま追加注文を仮締め登録する場合

は＜仮締め＞を選択します。 

会計の場合は＜支払い＞を選択します。 
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伝票一覧の操作 

新規顧客の伝票番号の操作は、＜新規伝票＞を選択し、注文登録へ進みます。 

すでに登録済の伝票一覧は、指定伝票一覧の番号を選択し、登録内容を呼出します。 

 

以下は、伝票一覧の一連操作を示したものです。 

伝票番号の操作(例)：新規伝票の注文の登録 

 

  

 

伝票番号一覧操作←→テーブル一覧操作の画面へ切替え 

テーブル一覧が表示されている画面から伝票番号一覧の画面へ切り替える場合は、<伝票一覧>キーをタップし

ます。 

 

   

 

伝票番号一覧が表示されている画面からテーブル一覧の画面へ切り替える場合は、<テーブル一覧>キーをタッ

プします。 
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伝票の呼出し操作(例)：追加注文の登録 

仮締め中の伝票を呼出し、追加注文や会計処理を行います。 

 
 

そのまま追加注文を仮締め登録する場合

は＜仮締め＞を選択します。 

会計の場合は＜支払い＞を選択します。 
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テーブル番号を入力する 

伝票の登録直後は、テーブル番号は、#(空)になっています。テーブルエリアをタップして、テーブル番号を

選択します。 

 

テーブル番号の設定の操作（例）：<テーブル番号＃２>  

 
 

 
 

客数を入力する 

伝票の登録直後は、客数が 0 名になっています。客数を変更する場合は、客数エリアをタップして客数

を入力します。 

登録された客数の表示（例）：<４名>  
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別々会計の支払があるとき 

 

１つの売上伝票を別々に会計処理することができます。 

別々会計の場合は＜別々会計＞キーを選択します。 

 

別々会計登録（例）：３名様分を２名で別々会計登録 

 

お一人様の注文内容を選択 

注文内容を確認し、＜支払い＞キーをタ

ップします。 
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お預かり金額 4000 円を入力 次のお客様の会計へ 

残りを次のお客様がすべてをお支払

いの場合は、そのまま<支払い>キーを

タップします。別の場合は、前例と同

じ操作を行います。 

以降支払処理を行います。 
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売上点検 

 

 

 
 

売上の速報 （売上状況をすばやく確認する） 

売上速報では、開設から現在までの売上金額、客数、在高を印字します。売上速報は、業務メニュー

の<点検>タブページの<速報レポート>ボタンをタップします。 

速報レポート印字例 

 
 

 

売上の点検 （売上状況を詳細に確認する） 

売上点検では、開設から現在までの商品別の売上や、部門別の売上などの詳細を印字します。売上

点検は、業務メニューの<点検>タブページの＜点検レポート＞ボタンをタップします。点検レポート選択

画面が表示されますので、＜実行＞ボタンをタップします。 

 

売上点検を実行すると、開設から現在までの実績を集計したレポートが表示されます。印刷する場合は、

＜印刷＞ボタンをタップします。 

【点検レポート選択画面】 【点検レポート印字例：取引キー別集計】

計】 

売上点検 
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売上精算 

 

 

 
 

在高の申告 （ドロアー内の金銭を申告する） 

一日の営業を終えたあと、在高申告を実行し、ドロアー内の金銭を数え、在高を登録します。 

在高申告は、業務メニューの<精算>タブページの<在高申告>ボタンをタップします。在高申告をすると、

ドロアーが開き在高申告画面を表示します。在高申告画面で、金銭の種類毎に順に枚数を登録しま

す。全ての在高を登録したあと、<実行>ボタンをタップして終了します。 

在高申告画面 

 

 
 

売上精算 
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売上精算（一日の売上実績を精算する） 

在高申告を行ったあと、売上精算を実行し、一日の売上実績を精算します。 

売上精算は、業務メニューの<精算>タブページの<精算>ボタンをタップします。 

精算を起動すると、営業日（売上を計上する日付）を選択する精算画面が表示されます。精算画面で、

営業日を選択し、精算を実行します。 

精算の画面 

 

営業日を変更したい場合は、＜営業日変更＞ボタンをタップします。 
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精算レポート閲覧（精算レポートを確認する） 

売上精算の実施後に精算レポートの確認ができます。 

精算レポート閲覧は、業務メニューの<精算>タブページの<レポート閲覧>ボタンをタップします。 

精算レポート選択画面が表示されますので、＜実行＞ボタンをタップします。 

 

レポート閲覧は、精算実績を集計したレポートが表示されます。印刷する場合は、＜印刷＞ボタンをタッ

プします。 

 

【精算レポート選択画面】 【精算レポート印字例：固定合計器集計】 

固定合計器集計 123456精算レポート 

------------------------------- 

総売上(点)           123456.789 

              \1,234,567,890,123 

純売上(件)               12,345 

              \1,234,567,890,123 

現金在高             \1,234,567 

現金在高申告         \1,234,567 

現金申告過不足       \1,234,567 

貸在高               \1,234,567 

貸在高申告           \1,234,567 

貸申告過不足         \1,234,567 

商品券在高           \1,234,567 

商品券在高申告       \1,234,567 

商品券申告過不足     \1,234,567 

クレジット在高         \1,234,567 

クレジット在高申告      \1,234,567 

クレジット申告過不足      \1,234,567 

       ： 
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期間集計レポート（指定期間集計レポートを確認する） 

期間集計レポートは、指定期間の精算集計レポートの確認ができます。 

業務メニューの<精算>タブページの<レポート閲覧>ボタンをタップし、<期間集計>タブをタップします。 

期間集計レポート選択画面が表示されますので、期間を指定し、＜実行＞ボタンをタップします。 

 

レポート閲覧は、精算実績を集計したレポートが表示されます。印刷する場合は、＜印刷＞ボタンをタッ

プします。 

 

【期間集計レポート選択画面】 【期間集計レポート印字例：固定合計器集計】 

16/04/20 ～ 16/04/20 

固定合計器集計 123456精算レポート 

------------------------------- 

総売上(点)           123456.789 

              \1,234,567,890,123 

純売上(件)               12,345 

              \1,234,567,890,123 

現金在高             \1,234,567 

現金在高申告         \1,234,567 

現金申告過不足       \1,234,567 

貸在高               \1,234,567 

貸在高申告           \1,234,567 

貸申告過不足         \1,234,567 

商品券在高           \1,234,567 

商品券在高申告       \1,234,567 

商品券申告過不足     \1,234,567 

クレジット在高         \1,234,567 

クレジット在高申告      \1,234,567 

クレジット申告過不足      \1,234,567 

      ： 
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伝票照会(取引伝票を確認する) 

指定日ごとに取引伝票内容の確認ができます。 

業務メニューの<精算>タブページの<伝票照会>ボタンをタップします。 

照会伝票選択画面が表示されますので、日付を確認し伝票を指定します。 

 

 
 

オープンチェック(未締め伝票を確認する) 
 

営業時間中または終了後に、未だ締められていない伝票（仮締め中）があるかをチェックします。 

業務メニューの<精算>タブページの<オープンチェック精算 >ボタンをタップします。 

 

内容が印刷された場合は、仮締め状態の伝票があることを示します。 

※ レポート印刷後に仮締め状態の伝票が存在している場合は強制削除します。 

チェックだけを行う場合は、業務メニューの<点検>タブページの<オープンチェック点検 >の方で行います。 
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ジャーナルの確認(業務の記録を確認する) 

業務の記録を確認したり、紙に印刷して保存する場合は、電子ジャーナルを実行しま

す。 

電子ジャーナルは、業務メニューの<登録>タブページの<電子ジャーナル>ボタンをタップし

ます。 

 

 

◆ 電子ジャーナルは印刷して保存しておきましょう。 

◆ 印刷をせず、電子ジャーナルをデータとして保存する場合には、税務署に事前に申請する必要があ

ります。 
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設定 

 

 
 

時計の設定 

 

    

 

    

 

    

設定 

①トップメニューの<保守>タブページの

<Android設定>ボタンをタップ 

②<日付と時刻>ボタンをタップ 

③<日付設定>ボタンをタップ 

④日付を合わせ、<完了>ボタンをタップ 

⑤<時刻設定>ボタンをタップ 

⑥時刻を合わせ、<完了>ボタンをタップ 
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商品単価の設定 

商品単価のみの設定をすることができます。 

トップメニュー内の<商品単価設定>を起動してください。 

 

 

 

 

 

 

単価種類（単価 1～10）を切り替えたい場

合は、▽キーをタップして切り替えます。 

目的の商品を指定して、<変更>キーをタップ

します。 

 

単価を入力して、<OK>をタップします。 
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商品名の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップメニューの[設定]・レジ詳細設定・商品設

定をタップし起動します。 

画面左のリストから該当する商品を選択し、<

変更>ボタンをタップし、つづけて右側の商品

名：<PLU0024>をタップします。 

 

(3) 

(1) 

(2) 
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商品名を入力し、<OK>ボタンをタップします。 

 

<保存>ボタンをタップします。 
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担当者の設定 

 

担当者設定は、新しく担当者を追加する、名前を変更する、パスワードを設定するな

ど、担当者の基本項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一度作成された担当者コードは変更することができません。担当者コードを変更したい場

合は、<削除>ボタンを使用し、一度担当者を削除してから、改めて新規に担当者を設定

します。 

設定メニューから<担当者設定>をタップしま

す。 

変更する担当者をクリックし、<変更>ボタンを

タップします。 

 

<新規>ボタンを選択すると、新規の担当者コ

ードが作成できます。 

<変更>ボタンを選択すると、表示されている担

当者の内容が変更できます。 
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変更の場合、左側の担当者一覧のから変更

する担当者をクリックします。 

（担当者番号は変更できません。） 

 

<保存>ボタンをタップすると、現在表示してい

る内容に設定を更新します。 

担当者名を入力します。 

必要に応じてパスワードを入力します。 

パスワードが必要ない場合は何も入れないで

ください。 
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担当者が所属する設定グループ名を選択しま

す。設定グループによる担当者の権限が変わり

ます。 

 

 レジ担当者：登録操作のみ 

 クラーク：登録操作のみ 

 マネージャー：DB設定以外操作可能 

 メンテナンス：すべて操作可能 

 トレーニング：練習モード 

 

 （デフォルト設定の場合） 

iButton ID には何も入れません。 

担当者を一時的に使用禁止にする場合は、無

効を選択します。通常は有効を選択します。 
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消費税課税方式の設定 

ここでは、商品ごとの消費税課税方式の変更方法について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップメニューの[設定]・レジ詳細設定・商品

設定をタップし起動します。 

 

画面左のリストから該当する商品をタップしま

す。 

<変更>ボタンをタップします。 
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税１欄をタップします。 

●税 1 

課税方式を表します。 

非課税 

内税 

外税 

内税※ 

外税※ 

 

リストから変更したい課税方式をタップしま

す。 

※は、軽減税率用です。 

<保存>ボタンをタップします。 
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